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地元産の旬の食材を使った料理が完成です

　
７
月
14
日
、
解
体
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
旧
邑
久

中
学
校
講
堂
で
「
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」

と
、
邑
久
中
学
校
昭
和
38

年
卒
業
の
有
志
が
発
起
人

と
な
り
、
同
校
卒
業
生
20

人
と
恩
師
で
、
お
別
れ
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
８
年
か
ら
74
年
間
、

旧
邑
久
中
学
校
の
歴
史
と
、

そ
の
後
の
町
の
移
り
変
わ

り
を
見
守
っ
て
く
れ
た
思

い
出
深
い
講
堂
に
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
掃
除

を
し
よ
う
と
、
丁
寧
に
ぞ

う
き
ん
が
け
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
持
ち
寄
っ
た

花
を
飾
り
、
中
学
時
代
の

懐
か
し
い
写
真
を
壁
に
張

る
な
ど
し
て
、
思
い
思
い

に
旧
邑
久
中
講
堂
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　
中
学
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
参
加
者
は
、

何
度
も
繰
り
返
し
校
歌
斉

唱
。
互
い
に
思
い
出
を
語

り
合
う
な
ど
し
て
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
庄
田
山
朝
日
寺
（
邑
久
町

庄
田
）
で
７
月
16
日
、
投
げ

銭
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
投
げ
銭
供
養
は
、
毎
年

７
月
の
海
の
日
に
行
わ
れ
て

い
て
、
瀬
戸
内
市
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
、
檀
家
の
戦

死
者
と
初
盆
を
迎
え
る
霊
の

戒
名
と
供
養
者
の
名
前
を
住

職
が
読
み
上
げ
る
と
、
縁
故

者
や
知
人
が
銭
を
包
ん
だ
「
お

捻
り
」
を
祭
壇
に
向
か
っ
て

投
げ
る
と
い
う
全
国
で
も
珍

し
い
行
事
で
す
。

　
こ
の
日
も
、
多
く
の
人
が

参
拝
し
、
た
く
さ
ん
の
お
捻

り
が
次
々
と
祭
壇
に
投
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
邑
久
町
公
民
館
で
７
月
21
日
、

「
喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
熱

く
語
る
懇
談
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
会
に
は
、
立
岡
市
長
や
小
林
教

育
長
を
は
じ
め
、
竹
田
喜
之
助
顕

彰
会
内
田
会
長
、
喜
之
助
フ
ェ
ス

に
参
加
す
る
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
劇

団
「
ち
ょ
う
・
か
え
る
一
座
」
な

ど
の
劇
団
員
23
人
が
一
堂
に
会
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
、
今
後

の
喜
之
助
フ
ェ
ス
へ
の
思
い
を

熱
く
語
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
地
元
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

劇
団
「
ど
っ
こ
い
は
な
ま
る
」

の
軽
妙
な
話
術
で
、
笑
い
の
渦

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
喜
之
助
フ
ェ
ス

20
周
年
。
参
加
者
ら
は
、
喜

之
助
フ
ェ
ス
の
発
展
に
向
け
て
、

お
互
い
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
７
月
18
日
、
扇
海
岸
（
邑
久

町
虫
明
）
と
前
泊
海
岸
（
邑
久

町
福
谷
）
で
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

瀬
戸
内
」
海
岸
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
瀬
戸
内
・
海
の
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
の

主
催
で
、
美
し
い
瀬
戸
内
海
を

守
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
地
域
住
民
、
約
１
５
０

人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
火
ば

さ
み
と
ゴ
ミ
袋
を
手
に
、
海
岸

に
落
ち
て
い
る
流
木
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
な
ど
の
ゴ
ミ
を
丹

念
に
拾
い
集
め
、
１
時
間
ほ
ど

の
作
業
で
、
２
㌧
ダ
ン
プ
１
台

分
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
、「
み
ん
な

で
や
れ
ば
、
広
い
海
岸
で
も
す
ぐ

き
れ
い
に
な
る
。
来
年
も
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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体
の
中
か
ら
き
れ
い

に
な
ろ
う
と
い
ろ
い
ろ

な
ヘ
ル
シ
ー
料
理
に
挑

戦
す
る
、
４
回
連
続
講

座
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ク
ッ

キ
ン
グ
の
一
つ
、
「
地

元
食
材
で
ヘ
ル
シ
ー
料

理
」
が
、
７
月
22
日
、

牛
窓
町
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
瀬
戸

内
産
の
旬
の
食
材
で
あ

る
カ
ボ
チ
ャ
や
冬
瓜
を

使
っ
た
、
冬
瓜
と
ハ
ム

の
ス
ー
プ
や
カ
ボ
チ
ャ

の
ヨ
ー
グ
ル
ト
あ
え
な

ど
５
品
。
11
人
の
参
加

者
は
、
手
際
よ
く
調
理
、

お
い
し
そ
う
な
ヘ
ル
シ

ー
料
理
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
逸
見
一
子

さ
ん
（
邑
久
町
本
庄
）

は
「
身
近
な
旬
の
食
材

で
簡
単
に
作
れ
る
の
で
、

自
宅
で
も
作
っ
て
家
族

に
食
べ
さ
せ
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

体
の
中
か
ら
美
し
く

   

　
　
地
元
食
材
で
ヘ
ル
シ
ー
料
理

喜之助フェスへの思いを熱く語る参加者の皆さん

ゴミを拾い集める参加者の皆さん（前泊海岸）

参拝者からお捻りが祭壇に投げられます

みんなで輪になり、思い出を語り合いま
した

ね

　
長
船
東
保
育
園
（
成
本
泉

園
長
・
園
児
１
０
４
人
）
で

７
月
12
日
、
道
の
駅
「
黒
井

山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
の
ち

び
っ
こ
プ
ー
ル
招
待
券
が
、

園
児
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

　
贈
り
主
は
、
同
施
設
を
管

理
・
運
営
し
て
い
る
（
有
）
曙

の
里
お
く
。
子
ど
も
た
ち
に

プ
ー
ル
で
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
、
代
表
取
締
役
の
立

岡
脩
二
市
長
が
、
園
児
代
表
に

「
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
、
園
児
１
０
４
人
分
の

招
待
券
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
招
待
券
は
、

市
内
９
保
育
園
と
10
幼
稚
園

の
全
園
児
１
、
２
２
３
人
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

水
遊
び
を
楽
し
ん
で

　
　
　
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

ちびっこプール招待券を手にする園児代表

と
う
が
ん

ち
ょ
う
に
ち 

じ


